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入札契約制度の改革において、行き過ぎた低価格受注、適正施工へ

の懸念など、新たな問題が発生してきているなか、官製談合事件もあ

とを絶たず発生しており、新たな入札契約制度の適正化への取組みが

必要となってきたところであります。

、 （ ） 、北海道も 入札契約制度の適正化に係る取組方針 原案 を策定し

新たな改革に向けた取組みを進めようとしていることから入札監視委

員会として、意見の具申をおこないます。
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北海道の策定した入札契約制度の適正化に係る取組方針（原案）の

内容は、入札監視委員会の改善意見にも概ね沿った内容であり、取組

方針（原案）に対しては、異論はない。

なお、今後、各種の取組みを進めるにあたっては、適正に運用する

とともに、道民への情報公開に努めること。

また、共同企業体の運用や談合情報への対処、取組みを運用してい

くなかで発生する問題については、引き続き不断の見直しを行い、さ

らなる公平性、透明性の確保のための努力を求める。

以上、北海道入札監視委員会の意見とする。
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